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問題と目的

近年，就職活動は非常に過酷な選抜競争の中

で行われている。新間報道によると．不採用を

繰り返し経険することによって，抑うつ状態に

陥ったり． 自己肯定感が低下するなど，精神的

健康を害する学生が増えているという（朝日新

間 2010)。実証研究においても，就職活動に

は不安やストレスが伴うことが示されている

（北見・ 茂木• 森， 2009:松田・永作・新井．

2010 : Saka, Gati, & Kelly, 2008など）。

また，就職活動は学生にとって新奇な活動で

あり（下村・堀.2004). その過程で生じる諜題

を自身の力のみで解決してい〈ことは難しい。

どのようにエントリーシートを書くのか． どの

ように面接で自己アピールをするのかといった

目の前の採用活動に関わる具体的なレベルの不

安から， 自分にあった職業とは何だろうか， 自

分はどのような職業について人生を送りたいの

かなど生き方や人生に関わる深いレベルま

で学生は様々な悩みや問題に直面する。

これらの悩みのうち， どのような職業につ

き， どのように生きるかは両親からの影響を強

〈受ける。たとえば学生の就業意識は親の職

業の影響を受けること（佐藤， 2015,2016), 親

の）戦業への応旦度が学生の職薬未決定に影響を及

ぽすことが示されている（）刑内. 2005) 0 そこ
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で，本研究は就職活動中の両殺からのサポート

に注目することとする。

就職活動中の両親からのサポートについて検

討した水野 (2015) は，就職活動不安が高まっ

た際には父親からのサポートが活用され，その

サポートは就職活動の活動量の向上に寄与する

ことを示した。また，斎藤・梅崎・田澤 (2015)

は穀と就職活動のことを柑該できる関係にある

ことが親子関係の満足感を高め，内定の獲得

につながる一方で，親に就職活動の状況を開か

れることは親子関係の満足感を低め，内定の獲

得を阻害することを明らかにしている。さら

に，松田・前田 (2007) は男性については，両

親からのサポートが進路選択自己効力感を媒介

して進路選択への関与を促すが女性につい

ては友人からのサポートが進路選択自己効力

感を媒介して，進路選択への関与を高めること

を示した。

また．直接的にサポートに注目して検討を

行った研究ではないが．女性では母親へのア

タッチメントが安定しているほど進路選択

自已効力感が嵩いが男性では両親に関する要

因は進路選択自己効力感に影嬰を及ぽさないこ

とが明らかにされている (Lease& Dahlbeck, 

2011)。一方で．男性では母栽の支持的態度が職

菜未決定や就職活勁の不安の低さと間連してい

るが女性では父親と母親の指示的な態度が職
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業未決定の強さと関連していた（鹿内， 2012)。

以上のように，性別や料と苧4二の叫別の組み

合わせによって知見が異なるものの．両親から

のサポートを活用することはおおむね進路選択

や就職活動に良好な影喘を及ぼすといえる。し

かしながらこのように両親のサポートは良奸

な影糊力を持つにも関わらず， これまで両親か

らのサポートの活／罪を促進する要I叉Iや抑訓する

要囚については検討されてこなかった。そこ

て，本研究では親の職業への態度が就職活動中

の両親からのサポートの活用に及ぼす影磐を明

らかにすることを目的とする。

なお．分析の際には性差も検討に加える。こ

れは大字生の父親と母親との関わり方ぱ性別

によって異なると考えられるためである。具体

的には，男性は女性よりも父親を自身のキャリ

アにおけるモデルと考え女性は男性よりも母

親を自身のキャリアにおけるモデルと考える可

能性がある。実際松田・前田 (2007)や l.,ease

& Dahlbeck (2011 l. 鹿内 (2012) では．性別

によって視からのサポートや親との閃係性の効

果が異なっていたc そこで．本研究では親の態

度を分析するll祭にぱ性差を検討に加えること

とする 2

方 法

頴査対象者

就職活動を経験した，大字4年生163名（男性

40名，女性123名）および大学院修士課程 2年生

20名（男性13名．女性 7名）から回答を得た。

調査対象者の'I-'均年齢は22.04歳 (SD=0.97)で

あった。

詞査時期および詢査手続き

2013年』2月に． インターネ，;)、謡］杏会社マク

〇ミルを通じて． ウニフ上で貿ll乳項目への国答

を求めた。

(2) 就職活動中のサポート資源活用尺度

水財~. 佐蔭 (2014) によって作成された，就

職活動に関するサポートを実際に活用した程度

を測定する尺度である(,9ド位尺度27項目から

構成されているが本研究ではそのうちの両親

からのサポートの活用に関する 3下位尺度であ

る「父視からのサポートの活用」，「母親からの

道具的サポートの活1月」，「／リ視からの情緒的

サポートの活用」 9項目を使阻した。回答：=ぁ

だって，就職活動中のことを枷り返り｀「ま,_,た

くあてはまらない (l)」から「とてもあてはま

る (5)」の 5件法で回答を求めた。

(3)親の態度認知尺度

鹿内 (2005) によって作成された，仕事や）戦

葵，+どもの進路に関する両親の態度を ＋と

もがどのように捉えているか』lj定する尺度であ

る 0 底協• 森永.i平田，柘植• 平）II (2012) に

よる探索的因子分析の結呆から， 6下位尺度の

うち「父級モデルJ.「父親指小的態度J.「母視
モデルJ.r母穀指示的態度」の 4下位尺度17項
目を使用した。

「父親モデル」と「母親モテル」はそれそれ，

父視または母殺か職業人としてのモデルになる

と認知している程度を，「父親涌示的態度！と

「周親指示的態度」はそれぞれ父親または母

親が進路選択や就職活動に関して指示的である

と陀知している程度を測定している。 1叫答にあ

たって，就l慨活動中のことを振り返り，「まった

くあてはまらない (1)」から「とてもあてはま

る (5)」の 5件法で皿答を求めた。

倫理的配慮

調杏に関する説明として．調査への協力は自

由意思に基づくこと，調査に 1且1答しなし)ことに

よって不利益を被ることはないことを明記し

tこなお，本研究は筑波人学人間系liJf究偉理委

員会の承認を得て，実施された。

調査内容

(1) テモクラフィック変数

学年・年齢，性別の記人を求めたc
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士
口稲 果

基本統計量と叫系数，下位尺度間の相関係数の

算出

各尺度の下位尺度ごとに加算平均を求め，―lて

位尺度得点としたc 平均値，標準伽差， a係数．

下位尺度『MJの相関係数を Tablelに示す。 Cl係

数は「局栽指示的態度」のみ Cl=.6Qと低いが，

その他の卜位尺度はa=.79-.92てあり，一定の

内的ー賞性が砕認された。

次に下位尺度間の相関係数の結呆について辿

べる。まず就職活動中のサポート資源活用尺

度の 3下位尺度間には有意な巾程度の正の相間

が示各れたこまた，就職活動中のサポート資源

泊）廿尺度と親の態度認知尺度の下位）ミ度間で

は':-/:J親からの清緒的サポートの泊m」と「父
親指示的態度」を除く，すべての卜位尺度間で

布意な弱い正の相関または有意な中程度の正の

相閲がみられた。最後に親の態度認知）切度の

下位尺度間には'-父親モテル」と―母親モデ

ル」間て有葱な弱い正の祖閲か，「父穀指示的態

度」と「母現指示的態度」およひ'-母親モデ

ル~ と「母鋭指示的態度」とのi間に右意な中秤

度の正の祖関が示さ九た。

親の態度認知尺度のクラスター分析

学生か義の職柴への態度をどのように詑知

してしヽるのか総体的に捉えるためこ親の態

度詔知尺度の 4下位尺度を標準化した上で．

K-means法によるクラスター分所を行った。ま

ず．親の職業への態度の詑知に性差がある可能

性があるため．男女別に分析を行ったところ．

それぞれ異なる特徴を持ったクラスターがみら

れたc

男性の分析では． クラスター数を 2つから順

に増やしていき．鮒釈可能性から 4つのクラ

スターを採用した (Figure1)。クラスター 1

は「父親モデル」と「母蜆モデル」の得点が高

いことから「両視モア）レ！罪I(n = 12) と，クラ
スター 2は「父視指示的喉度」と「母祝指示的

態度」の得点が庇し}ことから「指示的両親群」

(n = 25) と，クラスター 3はいずれの下位尺度

得点も低しヽことから「鮨関心な両親群」 (n= fi) 

と， クラスター 4は「父穀モデル」の得点が闊

いことから「父親モデル群」 (n= 10) と命名し
+. 
k も

久性の分析でも． クラスター数を 2つから/Iii'¥

に増やしていき．解釈可能性から 4つのクラス

ターを採用した (Figure2)。クラスター lは

「母親指示的態度」の得点か高しヽことから「指示

的母視群」 (n= 18) と．クラスター 2はいす九

の下位尺度得点も低いことから「無関心な[,liJ親

群ー'(n= 15)と，クラスター 3は「父親モデル：

と「母親モデル」の得点が高いことから「両親

モデル群」 (n= 54) と｀クラスター 4は「父親

指示的態度」と「母親指示的態度」の得点が高

¥,.¥ことから「指ホ的呵親群」 (n= 43) と命名し
十・
'~O 

Table 1 
某不統計量と a係数． 卜-位尺度間の相関係数

l 父級からのナポートの活月j

2 月．筏からの道具(J{JサポートO)iMl1

:l Iサ親からの情絣的サポート O)jl;J11

4 父祓モデル

5 父祝托示的態度

G HJ: 礼モデ）し9

7 !JJ伐指7]て!'l'J他度

it)•p<O豆. • p<.01 

平駒伯 SD a係数...
iii関係数

l 2 3 4 J 6 7 
--・ ―... ―... -・・・-・・・・-・・ ... ー・ -----"' ヽ~．

2 21 1.18 86 .)r_ ゥ＊＊ 48" 29** AO** 22 .. 20" 

2 16 1.15 88 .62''.06 .21. * .4,C) • • .32'* 

2.79 1.37 .92 .11 -・ .09 .45.' 24 * * 

3 4G 096 82 .10 .3:i r● * 12 

2 :JO 1.03 .79 .09 011」、＊＊

3 22 l.03 85 1 ~I *' 

2 89 0.76 60 

-B-
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ロ母親モデル

[J母親指示的態度

2 50 --- -----、--・---- -----------------一・
両親モデル群 指示的両親群 無関心な両親群 父親モデル群

Figure 1. 親の態度認知尺度に関する 4クラス
ターのプロフィール（男性）

親の職業への態度が就職活動中の両親からのサ

ポートに及ぼす影響

次に就の職業への態度の認知が就職活動中

の両親からのサポートに及ぼす影響iを検討する

ために，親の懇度認知尺度によるクラスターを

独立変数とし，「父親からのサポートの活用J

と「母親からの道具的サポートの活用」，「母親

からの情緒的サポートの活用」を従属変数とす

る1要因分散分析を男女別に行った (Table2. 

Table 3)。

まず，男性についてはいずれの両親からの

サポートにおいても． クラスターの主効果が有

意であった（『父親からのサポートの活用 (F

(3,49) = 10.16, p<.01, 1/ = .42)」, 「母親からの

道具的サポートの活用 (F(3,49)= 5.04, p<.01, 

)｝』=.24)山「母親からの情緒的サポートの活用

(F(3,49) =4.74,p<.OI, 1/=.23)」）。

そのため， Tukey法による多重比較を行った

ところ，「父親からのサポートの活用」について

は「指示的両親詳」が他の群よりも有意に得点

が高かった。また，「母親からの道具的サポート

の活用」については，「指示的両視群」が「父親

モデル群」と「無関心な両義群」よりも有意に

嵐い値を示した。最後に，「母親からの情緒的

サポートの活用」については，「両親モデル群J

と「指示的両説群」が「無関心な両視群」より

も有意に得点が高かった。

次に．女性についてはいずれの両親から

のサポートにおいても， クラスターの主効果

が有意であった（「父親からのサポートの活用

(F(3,126) =5.69, p<.01, 11』=.12) _L 「母礼から
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Figure 2. 親の態度認灰[I尺度に関する 4クラス
ターのプロフィール（女1生）

の道具的サポートの活用 (F(3,126) = 3.93, p 

<.01, 1/ = .09)」, 「母親からの情緒的サポート
の活用 (F(3,126) =4.17,p<.Ol, ,/= .09)」）。

そのため， Tukey法による多重比較を行った

ところ．「父親からのサポートの活用」につい

ては，「指示的両親群］と「両蜆モデル群」が

「指示的母親群」よりも有意に得点が高かった。

また，「母親からの道具的サポートの活用」に

ついては，「指示的両親群」と「両親モデル群J
が「無関心な両親群」よりも有意に高い値を示

した。サ後に，「母親からの情緒的サポートの活

用」については，「両親モデル群」が「無関心な

両親群」よりも有意に得点が高かった。

考察

本研究の目的は，視の職業への態度が就職泊

動中の両親からのサポートに及ぽす影響を明ら

かにすることであった。

まず，親の態度認知尺度の下位尺度得点を用

いて．男女別にクラスター分析を行ったとこ

ろ，それぞれ4クラスターが加出された。両親

ともに職業人としてのモデルになると認知して

いる「両親モデル群』両栽はともに自身の就戦

活勁に関して指示的である「指示的両親群」，両

蜆ともにモデルにならず，指示的な関与も少な

い「軋「：関心な両親群」の 3クラスターは男女と

もに共通の特徴を持ったクラスターであった。

しかし．残りの 1クラスターにば性訓による違

いがみられ，男性では父親をモデルと認知して

しヽる「父祝モデル群」が， 女性では母説が指示
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Table 2 
クラスターを要因としたサポートの活用に関する 1要因分散分析の結果（男性）

同親モデル群 朽示的jiじd'.Ji.l詳 )m,i!J,Iノしな両親群 父親モデル詳
クラスターのjこ効臭

F値 I) 

M 1.81 3.05 l.00 I 73 F= 10 Hう＊＊ .42 
父糾からの

SD 0.67 1.05 0.00 1.06 df~3,49 
サポートO)i古）Ii 

指rifii>1;1,_モ父モ訓

M 208 2 77 l O(i I (/J F=S.0/4 ** 2~ 
紺：奇見からの道具的

SD l 08 l 26 ll 1:l I Hi df= 3.49 
サ吋：ートの,/;/ii

指両＞父モ 1¥11 

M 3.03 2.87 1 11 2 03 F= 4.74 * * • 一),')J 

灼．親から0)1"¥り手『的
SD I 17 l.18 0 27 1.54 df=3,c19 

サポートo),r;HJ
柿］モ指jilfj>lilfc

ii: l)両モ．両親モデル訂指両 指示的両親群.)llf,:lm,I見I心な両親詳父モ：父親モデル群
iJ:2) **p<Ol 

Table 3 

クラスターを要It/としだサ沢ートの活）甘に関する 1要因分散分析の結果（女性）

指示的舟視群 lm関心な両親群 両親モデル群 指示的両親群
クラスターのj_効呆

F値 ／） 

M 139 l.67 2.31 2Sl F= 5 69" .12 
父親からの

SD 0 56 1.02 l 24 I.IS df= 3,126 
サぎートのic'i!『j

折訓両モ＞指母

M 2.l:3 1.27 2.2日 2.33 F= 3.93*• .09 
母子見からの道伍.(iJ

SD 1.31 0.61 l 01 l 12 d/=3,126 サポートの活JI)
指両肌モ>1HE

M 2 50 2.00 327 2.87 F=4.17'• .09 
1社名見カヽら o)1-M希者がJ

SD I 52 1.36 1.33 1.27 df=:3,126 
サ沢—卜の活用

両モ＞無

注 I)1行Ii);:指示『J且親/((・ l!ff:: ;111[1;'」,1・.、な両汲群 両モ
注2)'*p<.01

「1ij1:.1,1,モテルHl.t行i「i:j旨ガ奸1'0):1,jfj,1)斤

的であると語知している「指示的母親群」が抽

出された。

男性において「父親モデル群」が抽出された

のは男性にとって父親は社会人としてのロー

ルモデルであるためであると考えられる。一

方女性において「父親モデル群」が拍出され

なかったのは出産や育児を経験する可能性のあ

る女性にとって父親は必ずしも社会人として

のロールモデルとはならないためであろう。

まだ，闊オ;,:. 祖木 (2000)は，母親は息子に

対するよりもな」匁こ対する期待が贔くや特に娘の

人止に関りした，vヽ としヽう惑清が強し＼ことを明ら

かにしている（久：化におし＼て「指示的母親群」
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といったクラスターが袖出された背景にはこ

のような母娘関係かあると推察される。

次に親の態度詔知尺度によって分類され

たクラスターを独立変数とし「父親からのサ

ポートの活用」および「母親からの道具的サ

ポートの活用」，「母親からの情緒的サポートの

固lしを従属変敷とした 1要囚分散分祈を男女

別に行った。

まず「父視からのサポートの活阻」につい

ては男性でも女性でもクラスターの主効果が

有意てあった。多重比校を行った結果，男性は

]旨示的両視膵」が他の 3椙よりも有意に息<

女・-j:は Cl旨示的両料群」と「両視モデル群」が
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「指示的母親群」よりも有意に高かった。

「両親モデル群」と「指示的両執群」．男性に

おける「父親モデル群」は自律的な形であれ他

律的な形であれ，父子間で就職や職業が話題に

上がる群であり．「無関心な両親群」と女性にお

ける「指示的母親群」は父子間におけるコミュ

ニケーションが希薄な結呆， どのような形でも

父親との間で就職や職業についての話題が取り

上げられない群である。そのため，少なくとも

煎者の方が後者よりも，父説のサポートを活用

していると考えられる。

加えて．男性では両親からの関わりが過干渉

な傾向にあると推察される「指示的両親群」は．

自律的に職槃について考えるきっかけが提供さ

れるであろう「両説モデル群」と「父親モデル

群Jよりも，父親からのサポートが活用されて

いた。これは，学生が困った事態に直面しては

じめて，父親からのサポートを活用するのでは

なく．父親からの関わりが多いため．受勤的に

サポートを活用する場面が多くなるためである

と推察される。

また、「母蜆からの道具的サポートの活用」に

ついては．男性でも女性でもクラスターの主効

果が有意であった。多重比較を行った緒呆，男

性では「指示的両蜆詳」が「父視モデル群」と

「無関心な両視群」よりも得点が高く，女性で

は「指示的両親群」と「両親モデル群」が「無

関心な両親群」よりも得点が高かった。すなわ

ち，「指示的両親群」と「両親モデル群」は母

親の関与が平均以上にあるため，そうではない

「無関心な両親群」や男性における「父親モデル

群Jよりも，母親からのサポートを利用してい

たと考えられる。

さらに．「母殺からの情緒的サポートの活用」

については男性でも女性でもクラスターの主

効果が有意であった。多重比較を行った結果．

男性は「両栽モデル許」と「指示的両親群」が

11W, 関心な両親群」よりも有意に得点が高く．女
‘性では「両親モデル群」が「指示的母親群」より

も有意に得点が高かった。このように他の 2つ

のサポートの活用の下位尺度とは異なり．「母

親からの情緒的サポートの活用」では「両視モ
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デル群」の影響が強かった。これは．つらい気

持ちを理解してくれるなど，感情面のサポート

である「情緒的サポート」の特徴によるもので

あると推察される。

全体的に男性ではおおむね「指示的両蜆群」

が両親からのサポートの活用に影需力が強かっ

た。それに対して，女性では，「指示的両親群」

と「両親モデル群」の両級からのサポートの活

用に対する影響力には有意差がみられなかった

り「両親モテル群」のみが影閻力を持ってい

た。このような性差が生じた理由については、

本研究の結果からは説明することが難しく，今

後の検討が求められる。

最後に本研究の課題を述べる。まず，第 1に

本研究ではどの程度サポートを活用しているか

といった，サポートの是的な側面に注目したた

め，サポートの入手の仕方といった質的な側面

を検討することができなかった。このようなサ

ポートの入手の仕方に関する個人差を捉える概

念として永井 (2013) は援助要請スタイルを

提唱している。援助要請スタイルには，必要な

ときに援助要請を行う「援助要請自立型」，必要

がなくても援助要請を行う「援助要請過剰型」，

必要があっても援助嬰請を行わない「援助要請

回避塵」がある。今悛援助要請スタイルを含

めて検討することで，サポートの活用の多寡だ

けでなく，その入手の仕方に関する差異を明確

にできるだろう。

第2に，サポートを活用することによる結果

を検討しなかったことが挙げられる。斎藤ら

(2015)や鹿内 (2012)が示すように，親の指示

的な態度や過干渉は内定の獲得や職業決定に悲

影響をもたらしていたことを『沓まえると．同程

度サポートを活用していたとしても，親の職業

への態度によって就職活動や進路選択に及ぼ

す効果は異なる可能性がある。

第3に．全体的に男性の調査対象者が53名と

少なかったため， クラスター分析を行った際

に．各クラスターに含まれる調査対象者の数が

少なくなってしまったことが挙げられる。その

ため、サンプル数を増やして再度検討を行った

としても．同一のクラスターが打l1/且され．本研



水野• 佐ii秦・濱LI: illrj料の職業への態度が就職』動rj10)両親からのサポートの盾川に及ぼす影闊

究の例］見が再現されるのか検討する必要があ

る。
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